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１　施策の目的と指標
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単位 数値区分 H27年度 H28年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

見込み値 3,380 3,313 3,242 3,172 3,101 3,030

実績値 3,516 3,453 3,402 3,380 3,347 3,293 3,363 3,383 3,345

見込み値

実績値

見込み値

実績値

目標値 - - - - 95.0 96.0 96.0 96.0 97.0

実績値 - 96.0 95.0 96.0 98.5 98.1 99.2 98.6 97.6

目標値 - - - - 95.0 96.0 96.0 96.0 97.0

実績値 - 94.0 96.0 96.0 98.5 97.2 98.1 98.1 96.0

目標値 - - - - 0 0 0 0 0

実績値 0 0 40 15 2 0 0 0 0

目標値

実績値
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４　施策の状況変化・住民意見等　※目標設定の前提とした後期基本計画策定時点の状況変化・住民意見等を記載しています。

５　予算等の推移 ※当初予算。骨格予算の年度は６月補正後
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３年度

43

2,292,472

①施策を取り巻く状況変化 （対象や根拠法令等は、今後（～R6年度末を見越して）どのように
変化するか？）

令和元年１０月から実施する、３歳以上児の保育料の無償化
女性の社会進出が進み、母親がフルタイムで就労する家庭が増加しているため、０－２歳児の
入所率の増加が予想される。

①市民（市民、事業所、地域、団体）の役割 （住民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティ
が共助でやるべきこと、行政と協働でやるべきこと）

保護者の保育への理解、協力
子育て支援団体などをはじめとする地域の支援、協力

②行政（市、県、国）の役割 （協働を進めるため市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がや
るべきこと）

○保育の質・量の確保
児童福祉法に基づき、保育を必要とする子どもの保育を行い、健全な心身の発達を図る。
保育に関する専門性を有する職員が、養護及び教育を一体的に行う。
保護者支援及び地域の子育て支援等を行う。
保育士は、職責を遂行するための専門性の向上に絶えず努める。
発達過程に応じ、乳幼児期にふさわしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総合的
に保育する。
保護者を理解、受容し、適切に援助する。

②関係者からの意見・要望 （この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からど
んな意見や要望が寄せられているか？）

今後増加すると予想される入所希望児への保育の確保

子どもの発達の特性や発達過
程に沿った適切な援助が行わ
れていると思う保護者の割合

43関連事業本数

区分 ６年度
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前期基本計画 後期基本計画

未就学児人口

子どもを愛情深く大切にした保育がなされていると思う保護者の割合

子どもの発達の特性や発達過程に沿った適切な援助が行われていると思う保護者の割
合

希望する保育所に入所できなかった児童数
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成果指標設定の
              考え方

（成果指標設定の理由）

市立保育所に対する保護者の評価を示す／保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に、利用児童の状況や発達過程を踏まえ、養護及
び教育を一体的に行うことが保育の目的の一つであり（厚生労働省保育指針）、子どもの心身が健全に発達するためにはその特性等に応じた適切な援助を行う
必要があるため、成果指標とした。

　成果指標の
           測定方法

　（どのように
　実績値を把握するか）

居場所

市立保育所に対する保護者の評価を示す／ひとりひとりの子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場を提供す
ることが保育の目的の一つであり（厚生労働省保育指針）、子どもの心身が健全に発達するためには愛情深い保育が行われる必要があるため、成果指標とし
た。

保育所への入所を希望したが、どの保育所にも入所できなかった児童数（待機児童）＋保護者の意向を丁寧に確認しながら、他に利用可能な保育所等の情報
を提供したにも関わらず、特定の保育所等を希望したケース（申込辞退届提出）

保護者アンケート『子どもの発達の特性や発達過程に沿った適切な援助が行なわれている。』において、『とても思う』、『思う』と答えた保護者の割合

保護者アンケート『ひとりひとりの子どもを愛情深く大切にした保育がなされている。』において、『とても思う』、『思う』と答えた保護者の割合

希望する保育所への入所状況を示す／保護者が望む場所で保育・幼児教育が受けられていることが、適切な環境のもとであるといえるので、成果指標とした。
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11 施策主管課長名

政策名

施策名

子育て支援課

名取　茂仁

ともに生き支えあうまちの形成

保育・幼児教育の充実

こども家庭相談課、健康増進課

人

％

（３）対象指標（対象の大きさを表す指標）

（４）成果指標（意図の達成度を表す指標）

適切な環境のもとで、心身が健全に発達する

（１）対象（誰、何を対象としているのか）　※人や自然資源等

（２）意図（この施策によって対象をどう変えるのか）

施策関連課名

未就学児

①
子どもを愛情深く大切にした保
育がなされていると思う保護者
の割合

２　指標等の推移
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　目標設定の考え方・理由（可能性と必然性）

市立保育所での愛情を持った子どもへの接し方について、保護者の満足度は高い状態で推移しているため、この水準を後期基本計画最終年度まで堅持する。

市立保育所での発達特性がある子どもへの関わり方について、保護者の満足度は高い状態で推移しているため、この水準を後期基本計画最終年度まで堅持する。

保育者と保育スペースの確保により、保護者が望む場所で、子どもが保育・幼児教育が受けられるよう取り組む。

２年度 ４年度 ５年度

３　施策の役割分担

2,670,986 2,705,752

532,477 600,770 767,319 644,842国庫支出金

関連事業予算額（単位：千円）

（
予
算
額
の
内
訳

）

2,126,688 3,094,616

367,117 286,845

102,644 762,587

584,476

313,053

92,100

99,721

1,203,122

357,711 369,023

15,300 100,000 0

101,265

地方債

県支出金

58,453

1,109,150 1,344,414 1,487,503 1,578,622一般財源

その他

12,000



６　施策の成果水準とその背景 施策名：

７　基本計画期間における施策方針

８　施策の目標達成のための基本事業の今年度（R7年度）の取組（事務事業）状況・今後の課題・次年度（R8）の方針

1

2

3

4

5

シート２保育・幼児教育の充実

かなり低い成果水準である

どちらかといえば低い成果水準である

ほぼ同水準である

どちらかといえば高い成果水準である

かなり高い成果水準である

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

　成果指標は、時系列では高い実績値で推移しているものの
　前年比では、指標①、指標②、共に下回る結果であった。
　
　指標①について、児童の一日の様子を保育士から保護者に伝えることがあるが
　保護者からは、悪い点を伝えられた際に、過剰干渉や不快になると指摘を受けている。

　必要な説明であるが、話を聞き入れられる保護者の姿勢に併せて
　配慮した説明を工夫するなど、接遇面に対応していく。

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

　　※背景・要因と考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

（３）他団体比較（近隣他市、県・国との比較など）

（２）時系列比較（どのように変化してきたか）

次年度（R8）の方針今年度（R7）の取組（事務事業）状況及び今後の課題

〇取組み
　・保育を必要とする児童や、子育て世帯の受入れ要望に
　　応えるため、必要な量（＝児童館、一時預り施設、
　　保育所、学童保育の各施設）を確保していく

〇課題
　・人口動態（少子化、転入による社会増）や
　　施設状況（配置位置、築年数の老朽度）を踏まえた
　　量の確保を継続していく。
　　行政と民間との共同で施設整備を進めていく

（１）目標達成度（目標値との比較）

目標より低い実績値だった

どちらかといえば目標より低い実績値だった

目標より高い実績値だった

成果がかなり低下した

成果がどちらかといえば低下した

成果はほとんど変わらない（横ばい状態）

成果がどちらかといえば向上した

成果がかなり向上した

どちらかといえば目標より高い実績値だった

目標どおりの実績値だった

　未就学人口の増加により、保育所に入所する児童が増えている傾向にある。
　入所が年々困難な状況にあるなか、受入れ施設側も待機児童を生じさせないように対応している。

　公民とで施設側の受入れ児童数を増やし対応をしている状況にある。

　成果指標、指標①『愛情深く保育がなされている』は上回り、指標②『発達特性に沿った援助』は
　下回った。ともに、各保育所で実施する保護者アンケート結果である。

　指標②について、発達特性を抱え得る児童は、その傾向が３歳を超える時点から見て取れる。
　保育士の配置は、現場の希望に適うよう対応していており、国の基準を上回る基準で配置している。

　アンケートの結果は、児童受け入れが多い保育所の回答が悪い傾向にあるため
　児童へのきめ細かい対応が不足していると感じる保護者がいるものと考えている。

保育の量の確保

保育の質の確保

基本事業

〇取組み
　・県との共同事業において保育の質向上に取り組む
　・公立保育所はICT化を図り、保育士の負担を軽減する
　・安心で快適な保育環境となる、職員配置を検討しつつ
　　配置水準に対応する技能を持った保育士を育成していく
　・発達段階や、特別な配慮が求められる児童に対して
　　求められる保育技能や専任性を確保していく

〇課題
　・子どもの居場所（保育所・学童保育・児童館）において
　　職員が児童に関わる能力に差があること
　　学童保育に求められる保育水準が高くなっている

〇保育ニーズを見きわめ施設整備、利用検討・分析を行
う

　・保育所：公立保育所の再配置と民間施設の開設検討
　・学童保育：老朽化、狭隘状況にある施設の再構築
　・児童館：利用者を増やす取組み、他の保育（一時預り、
　　　　　ファミサポ）との融合

〇保育の質の向上を図る
　　・県との共同事業による保育指導職の配置研究
　　・公立保育所の保育士配置の基準を検討する
　　・新設される療育施設との連携と、要配慮児童への
　　・保育技能を向上させること

〇学童保育への保育指導員を検討していく

（１）施策の基本方針

保育を必要とする未就学児に対し、保育の量と質を確保することで、健全な心身の発達を図る。


